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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，近年街頭においても普及が著しい大型ディスプレイ環境において，一枚の
ディスプレイ上で「個」と「群衆」それぞれに適したコンテンツを同時提示する手法を開発することである．研究期間
においては，大きくユーザの状態分類と，最適なコンテンツ提示の選択の二つに関する研究を行い，各手法について有
効性を検証した．
デジタルサイネージとしても用いられる大型ディスプレイにおいて，本研究成果はディスプレイの利用効率を改善し，
ユーザの平均視聴率が向上することから，より寄与すると期待される．

研究成果の概要（英文）：This research is aiming at showing contents for both an individual and crowd on a 
large-scale wall display simultaneously. A large-scale wall display is not only used for public advertisem
ent but also providing a personal content for an individual. However, the public and the personal contents
 have been exclusive each other in conventional display systems, because the personal content occupies the
 display while it is used for serving the content. The proposed method uses a range image sensor and a cam
era for estimating a position and a direction of each user who is in front of the display. The user is cla
ssified into an operator, a viewer and a passer. Invisible regions from the viewers are estimated from the
 position of the users, and the personal content for the operator is hidden by the body of the operator. E
xperimental results have been demonstrated that the proposed method can display the public and the persona
l contents simultaneously.
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１．研究開始当初の背景 

街頭に設置されるディスプレイは，広告コ
ンテンツを提供するデジタルサイネージと
しての有効性が期待されている．大型ディス
プレイ上のコンテンツ提示においては，単に
映像を見せるという旧来の手段にとどまら
ず，より広くユーザの関心を集めるために，
ユーザの状態や嗜好に応じたインタラクテ
ィブなコンテンツが数多く提案され，また実
用化されている．たとえば，カメラを用いて
ディスプレイ前の通行人の顔領域を検出し，
カメラ画像に映し出される通行人の顔部分
に，広告に関連する仮想的なオブジェクトを
重畳して表示するなど，ディスプレイ前の状
態に合わせてコンテンツを提示する広告が
街頭で稼働している1．また，タッチパネルを
実装したディスプレイであれば，たとえば施
設の案内コンテンツなど，ユーザの要望に応
じたインタラクティブなコンテンツを提示
することで，ユーザの興味をより強く誘引で
きると考えられる． 

しかしながらこれまで，大型ディスプレイ
による「群衆」へのコンテンツ提示と，「個」
へ最適化されたインタラクティブ性を一枚
の大型ディスプレイ上で両立させることは
困難であった．これらを両立させるためには，
「個」に対してインタラクティブなコンテン
ツを提供している間，大型ディスプレイの
「群衆」に対しての広告効果が低下するとい
うジレンマを解決する必要があった． 

 

２．研究の目的 

本研究課題では，一枚の大型ディスプレイ
における「個」と「群衆」それぞれに適した
コンテンツの同時提示を目的とする．提案シ
ステムの構想を図 1 に示す．まず，ディスプ
レイ前に存在するユーザの位置を計測し，イ
ンタラクティブなコンテンツを提供する対
象となる「個」と，後方からディスプレイを
見ている「群衆」に分類する．次に，大型デ
ィスプレイ上で「群衆」の視界に入る場所を，
先ほど計測したユーザ位置をもとに推定す
る．また，「群衆」に適したコンテンツを，
画像から得られる情報や，ユーザが所有する
端末から得られる情報をもとに選択する．そ
ののち，「個」に対するインタラクティブな
コンテンツは「群衆」から見たときに「個」
の身体に隠れる位置に提示し，一方で「群衆」
の視界に入る場所には広告コンテンツを提
示することで，「個」に対するコンテンツが
「群衆」に対するコンテンツに与える影響を
最小限に抑えつつ，「個」と「群衆」にそれ
ぞれの嗜好に応じたマルチメディアコンテ
ンツを同時に提示することを目指す．本研究
では，解くべき課題を大きくユーザの状態分
類と，最適なコンテンツ提示の選択に分けて
遂行する． 

 

                                                   
1 しくみデザイン http://www.shikumi.co.jp/ 

３．研究の方法 

本研究期間は平成 24年度および平成 25年
度の 2年間であった．本報告書では，研究の
方法を平成 24年度と平成 25 年度に分けて記
述する． 
(1) 平成 24 年度 
平成 24 年度においては，ユーザの状態分

類に関して下記の通り研究を遂行した．まず，
大型ディスプレイ前に存在する複数のユー
ザの位置を計測した．ディスプレイから遠い
位置に存在するユーザは，ディスプレイ前を
通過しているのみで，ディスプレイに注目し
ていないユーザも含まれる．それらはコンテ
ンツを提示する対象ではあるが，上記の視野
推定においてそれらを考慮する必要はない
と考えられる．そこで提案システムでは，そ
れぞれのユーザを Operator（ディスプレイに
近く，インタラクティブなコンテンツの提供
を望んでいる），Viewer（ディスプレイから
遠く，広告コンテンツに興味を示す），Passer
（ディスプレイから遠く，コンテンツに興味
を示さない）の 3つの状態に分類した．まず，
ディスプレイの近くに存在するユーザは，イ
ンタラクティブなコンテンツに興味を持っ
ていると仮定し，Operator に分類した．次に
「群衆」に属するユーザに対しては，ディス
プレイ上部に取り付けたカメラから正面顔
認識を試み，ユーザがディスプレイに対し正
面を向いているか判定することで，さらに
Viewer と Passer に分類した． 
このように得られた Operator と Viewer の

視野をそれぞれ推定し，さらに Operator の
身体による隠蔽を考慮することで，ディスプ
レイにおいて Viewer から見える部分と見え
ない部分を推定した．この推定結果に応じ，
Viewer から見えない部分に Operator に向け
てのコンテンツを表示することで，インタラ
クティブなコンテンツが広告コンテンツを
妨げることなく提供することが可能となっ
た．また，提案手法の有効性を実験により確
認するとともに，コンセプトデモを実装した．  
(2) 平成 25 年度 
平成 25 年度においては，最適なコンテン

ツ提示の選択を目的とし，3 つの要素技術に
関する検討を行った． 
1 つ目は，ユーザの位置および状態を計測

図 1 提案システムのコンセプト 



し，個々のユーザを分離抽出する手法に関す
る検討である．距離画像センサにより得られ
た距離画像から，たとえ近接していてもユー
ザを個別に分離抽出し，ユーザの位置を決定
するための手法について検討を行い，入退室
管理アプリケーションを構築した． 

2 つ目は，大型ディスプレイにおけるコン
テンツの内容に関する検討である．距離画像
センサやカメラを用いてユーザの位置や状
態を計測し，ユーザが着目しているコンテン
ツの部分を推定するための検討を行い，得ら
れた成果をもとにプロジェクタを用いた作
業手順提示アプリケーションや，プレゼンテ
ーション支援アプリケーションを構築した． 

3 つ目は，群衆からのコンテンツの見やす
さを評価するための指標に関する検討であ
る．距離画像センサとカメラを用いて環境の
光学的および幾何学的特徴を取得し，ユーザ
から最も見やすい位置にコンテンツを提示
する手法を提案した．また，プロジェクタを
用いて，ユーザから最も見やすい位置にコン
テンツを提示するアプリケーションを構築
し，見やすさを定量的に評価した． 
 
４．研究成果 
本節では本研究で得られた成果を年度ご

とにまとめ，最後に総括を述べる． 
(1) 平成 24 年度 

Viewer の視野を考慮していない Operator
向けコンテンツ提示の例を図 2に，提案シス
テムにより Viewer の視野も考慮したコンテ
ンツ提示の例を図 3に示す．Operator のため
のコンテンツは Viewer から見えない位置に
提示され，広告コンテンツの視認性が向上し
ている． 
(2) 平成 25 年度 
まず，カメラと距離画像センサにより得ら

れた画像から，ユーザを個別に分離抽出した
結果を図 4に示す．カメラ画像のみでは識別
が困難な例においても，距離画像センサによ
る計測を行うことで，ユーザを良好に分離で
きていることが分かる． 
次に，距離画像センサを用いてユーザが着

目しているコンテンツの部分を推定し，着目
している部分を強調した結果を図 5 に示す．
提案手法を用いることで，ユーザが指し示し
た位置のコンテンツが赤字で強調されてい
る． 
最後に，距離画像センサとカメラを用いて

環境の光学的および幾何学的特徴を取得し，
最も視認性が高くなるコンテンツ提示位置
を選択した結果を図 6 に示す．プロジェクタ
により投影されているチェッカーパターン
のうち，提案手法により選択された位置に提
示されたものが，二つの視点のいずれにおい
て，最も見かけのコントラストが維持されて
いることが確認できる． 
(3) 総括 
当初の研究目的に対し，本研究期間におい

ては，ユーザの状態分類，および最適なコン

テンツ提示の選択に関する研究を遂行でき
たことから，本研究は視覚的情報の「個」と
「群衆」への同時提示について一定の成果を
あげたものと評価している．一方で，音声な
どのマルチメディアコンテンツの提示につ
いては，研究環境が当初予定より変更された
事などから，達成することができなかった．
本研究成果を社会に還元するためには，マル
チメディアコンテンツの提示に関する検討
をさらに進めることが今後の展望として挙
げられる． 
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